
国会(議会)の役割は行政監視
埼玉県第１区総支部長（前衆議院議員）たけまさ公一

中央省庁や自治体などの障がい者雇用率が長年水増しされていたことが明らかに
なりました。8月28日厚生労働省から、法定雇用率の半分の数値で3396人雇用義務
がありながら、それを「満たしている」と報告がされてきたことが発表されました。
一方、民間で法定雇用率未達成企業には一人当たり年間６０万円の納付金が課せ

られます。身内（お友達）には優しく、国民には厳しい、とは、森友学園、加計学
園と同じ文脈です。
国会の役割は「行政監視」です。しかし、国政調査権も、国会の過半数が賛同し

なければ発動できません。すなわち野党がいくら求めても行政が情報開示を拒める
のです。森友学園、加計学園では公文書の改ざんが、そして、今度は数値の改ざん
が簡単に行われるようでは、国民の皆さんに正しい情報が届きません。これでは、
国民主権は絵に描いた餅です。見直しが必要です。

議会主権を 議院内閣制では、政府与党一体と言われますが、本来国会は国権の最高機関なので、与
党といえども政府には毅然とモノを言っていかなければなりません。それができないのであれば、なおさら健
全な野党が必要であり、国会に特に野党に、より強い権限を与えるべきであります。
昨年、衆議院憲法審査会で英国を訪れましたが（写真）、キャメロン前首相や閣僚、国会議員の口から「〇

〇省が」「××庁が」という政府の中央省庁を後ろ盾
にした話は聞こえてきません。日本の国会議員はすぐ
に「○○省が」「××庁が」と口にしたがるのと如何
に違うか。
これを、「国民主権」を体現するための「議会主権」

と呼びます。英国は、三権分立の日本のお手本と言わ
れますが、行政府は立法府の下にあるのではないかと
言えるほど「議会」が強い力を持っています。だから、
2011年英国では首相の議会解散権を制約し、国会の
任期を固定する法律（議会任期固定法）を通し、女王
大権の「議会解散権」を廃止したのです。

憲法について 安倍総理は、秋の臨時国会
に自民党改憲案を提出する意向を示しています。特に、
憲法9条に「自衛隊」を明記することに執着していま
す。自衛隊が、国の守りはもとより、災害対応に、そ
して国際貢献にと、多大な力を発揮していることは多
くの国民の皆さんも認めるところです。では、警察や
消防を憲法に記載する必要があるでしょうか。警察・
消防は、法律に明記されています。同じく、自衛隊は
自衛隊法で規定されています。憲法に自衛隊を明記す
ることは、首相の指揮権の拡大、シビリアンコントロー
ル（文民統制）の形骸化の恐れもあります。
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そもそも、2000年以来衆議院憲法審査会は与野党の合意形成を基本に丁寧な議論を行ってきました。そ
して、国民投票法などを成立させてきました。ただし、18年間に、6年間審議が行われなかったことがあり
ます。二度に分けて、審議が行われなかった理由は安倍総理による強引な憲法改正への働きかけ、動きでし
た。国会、世論が二分されているのに、拙速に、強引に憲法9条に自衛隊明記を進めるべきではありません。
立憲民主党は憲法についての考え方をまとめました。「首相の解散権制約」「国民の知る権利」「国政調

査権強化」などです。昨年8月4日、パレスホテル大宮で民進党憲法調査会事務局長として武正公一がまとめ
発表した線に沿っています（前ページ写真）。立憲主義は、権力者を縛り国民の権利を守るものです。立憲
主義に則り、憲法論議を丁寧に進めると共に、今やるべき優先度は社会保障改革等です。

災害対策 西日本豪雨災害に続き、台風21号被害、そして平成30年北海道胆振東部地震と立て続け
の災害は、これまでになかった発生状況、そして被害状況を見せています。関西国際空港、新千歳空港のマ
ヒ状態、全道停電の電力のブラックアウト（系列崩壊）、火山灰土壌に豪雨と地震が重なる時の地滑り被害
の拡大などです。
西日本豪雨災害のダム放水の伝達が適切の行われたのかの検証も政府で行っていますが、議会サイドから

も行うこと。また、ゲリラ豪雨を迅速に予測する新レーダーが埼玉大学に設置され10月まで実証実験が行わ
れるなどの新たな取り組みを進めること。そして、さいたま市など作成のハザードマップ（災害危険度を地
図にまとめたもの：洪水、地震～建物倒壊危険度、液状化）の周知と日常の備えなども求めてゆきます。

さいたま情報 8月26日、さいたま市桜区のレッ
ズランドでラグビー場のこけら落としが行われました。さい
たま市の予算による改修工事で、副市長、市議会議長、浦和
レッズとともに、ラグビー協会長として武正公一もテープカッ
トを行いました。来年秋のラグビーワールドカップ日本大会
の公認キャンプ地にさいたま市が選ばれ、ロシアがキャンプ
を張るためのものです。さいたま市で、外国からのお客様を
迎える準備を含め、ラグビーそしてスポーツの振興に取り組
みます。
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たけまさ公一と語る会

テーマ 立憲民主党1年！
2018年10月20日[土]
午後2時～4時
浦和パルコ10階
浦和コミセン第11集会室

参加費 無料
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たけまさ公一 地域懇談会のご案内 政治への疑問・ご提案から、身の回りで起きて
いる問題までジャンルは問いません。ぜひ皆さんのご意見をたけまさ公一にお聞かせください。
10月19日[金] 18:30～20:00 原山稲荷会館
10月29日[月] 18:30～20:00 堀崎自治会館
11月 9日[金] 18:30～20:00 美園コミセン集会室
11月30日[金] 18:30～20:00 東岩槻ふれあいプラザ

地域懇談会は参加費無料、どなたでもご参加いただけます。

たけまさ公一のプロフィール
○昭和36年（1961年）生まれ
○木崎小・中学校／県立浦和高校
慶應義塾大学法学部政治学科卒

○（財）松下政経塾 前衆議院議員
○元外務・財務副大臣
○元衆議院憲法審査会会長代理
○埼玉県合気道連盟会長
○埼玉県ボウラーズ連盟会長
○さいたま市ラグビーフットボール協会会長
○浦和レッズ後援会理事

たけまさ公一の
主な活動地域

今回のテーマ
災害対策・教育・憲法

医療保険年金・地域の課題


